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山形県内医療施設における患者動向  

及び医療従事者等に係る項．状調査結果報告  

調査の概要  

調れ豆）＝的   

＝＝捌、l＿トノ、J空地のlンミ睦綴目射二ぉける患音放、病犀利用キ、職封イ 手術阜」匿酢粗器ノ）  

＝・芯杵圧況、小量小三帥数等を地域別に把握し、い三師ヤ‡マンバリー及び医癖機㌫彗〔ノ）医療ホ  

源などの」弥肘分析に揺る基礎データを収集‡ノ、今後の地域に土吊1雄一‡療提供棒制等の号  

肘】りな柊，汀ク）菊判・に対する＝  

2 調一戸ーモ巨仲  川形Llこモ及び鉦形ノこ′；ご：蔵t協議∴  

∴i‖昭一こ対象  ・般病床をイj‾すふ山形軋件の仝医療施設：日英最  

∴l 調倒iプ川り  平成17‾rトIj・巨封LI十‖巨点l【1  

5 調肘lI偶数  51医痩施設のうち車施設 用丼符ヰ＝用∴叩い  

＜回答施‥‡の内．訳（地域別・柄院輯別）＞  

国   I／＿  公立・公的   l’・Ⅰ清作   札 的   で：㌻  】ミl   

上  ？   3   8   呂   2ユ   

城  4  ‘4  

或  つ  
J   4   9  

4   
ヨ  さ   

・l   3   6   20   45   

付Iiり地  

最上地J  

㌻‖暢地J  

け仁丹iり  

棄「国立」：独！け】二枚法人国よ病院機憫城陽及び大子病院  

■ 
「1■∴仁∴公的」：一課事務組合立病院、肘掛組合病院牒でγ吊り月㌣＝条に雉覧すヱン▼壬こ的  

；－；－．い－、5   

「l■は作＿」：リ，ト1／ヰび‖刷‾十病院   

ざ一私的」：け討桁」三人γハ㌣的病振  

朗か■＿：’ニ／、えび，〕J川こ項＝   

別添いと上川  

朋在ニ1一榊収、佃∵巧L廿及び黙許データ分所1雄牛11   

山形ノー二′、；雄ミ′■；ニイこ‡；及び山形ノく′、jた大′封んいニノj二∴fこf叶丁ヒ什  

バ を抽－は一山り定義   

「り 川．軒」■甘け来溝の研  

トー」または「空欄！こ訪、lて数的なし   



報告書におけるデータ取り扱い上の留意事項  

書 医療法に基づく標横科目の関係により、例えば、データ上「循環器科」の医師及び患者数がゼ  

ロであっても、実際は「内科」の医師が循環器系疾患患者の診療に当たっている医療施設があ  

るなど、医師に係る診療科別データの取り扱いには十分留意してください。  

■ 「医師一人当たり」に関するデータについては、非常勤医師を除く常勤医師のみを母数として  

います。  

■ 手術件数において、電算システム上の取り扱い等により「主たる手術及び従たる手術を各1件」   

もしくは「主たる手術及び従たる手術で計1件」と医療施設によりその計上の方法が異なる場  

合がありますが、本報告書では各医療施設から提出された手術件数をそのまま集計していま  

す。  

Ⅱ 調査結果について  

1 診療囲について  

tl）診植樹範州  

外医療施設が「1」施設ノ）診療対象エリア」と拙えている診痺圏カバー率（※）を地域   

別に見ると、置賜地域及び伴内地域ではド＝勘酬師）カバー→率が10り．（．）％、Jlとl∴地域では   

ll車亜．（）％と一缶しり七宰となっている。  

・ノノ、村山地域では、川熟暁闇をい榔以仁（fil．6％）カバーLているものの、最上地   

域を11．19ら、紺附也城を13．8％、は内地域を1ニi．5％とそjLぞれカバーしており、人′了：   

舶完及びり，＝封軒病院等広域医頼施ぶの存在により、他：i地域をそれぞれl（％以上カバ  

ーしていることが特徴である二   

燕地域馴満潮潤1′トや一矧醇痺施設かl’lらの‖と寸相生・としたl純一村数の当．甘地局甘／∑．か侶机・j・射1】■町け散  

策ト ノ1 言合帝画ノ1ハー一重’地域別・  

（単位：％）  

診療圏対象地域  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内地域  合計   

二医  61．6   l】．1   13．8   13．5  100．0  
次療  

医施   
療設  

1l．1   B8．9  100．0  

圏の  
尾  100．0  100．0  

す  
る   100．0  

（‘コ），診嫉閏l／、りtとぅ・立距離及び所安昭≠  

地場別の困射凱二おける各け豆虹砲．i笠かこ、ノ最．凍I削ヰまでの肝緋は、村山地域が・ド均   

1J．1】kIれ（情人1ニi′一IklⅥ、夷‖、7km）、巌卜．地域が】i」∠（＝5kmり1り∴う7klll、最小1（iknい、   

祈腸地域がIt＝7．57km（最ノこ甜km、最′ト用klll）、店内地域が匠＝押．（うバkIll（ムりこ′・11kn】、   

最小りhlllであった二1モ作、l廿引・ま、同∠＝．78k】1】であ′ンた。．  

モた、裾匿療施識から晶・；川吐！くまでの所柴崎Ⅶについては、村山地域が、卜均約l帖問   

ご7分く最Hl＝咋問1り分、最り2りか、ブlと卜地城が、ド均約：▼主8分 り】とj・．こ5（）分、Jl上うjt≠ご（）   

分）、紺1別軋域が≠町約l時川8分（最に3時間」最≠り臣分、旧ノ、川班女力坪」勺約・川  

リ   



甘に＝引用川分、f！iラー上州りト・てあノンた一  

り〕（け診痺堅銅釦柄を反映！ノ、 付Ⅰ＝姐域では最拉他けまてⅥ、IⅦ川闇附か列車安時間とも  

∴－．．．仁、▲．．．、、  

r Lで ニ  さ  一言皇ノT  

‾   

村山地域  ーニ車重亘  賜地域  棒㈲臓  ∠ゝ壬⊥ ＝コうl   

＜距離＞丁   
1－’■  

回答施設数  18  
41j 

9   38   

平均   52．1l   29．95   37．57   29．65   41．78   

最大   134   37   80   45  

最小   16   18   4  

＜所要時間＞  

回答施設数   18   4   7   盲0   39   

平均   l二27：13   0：3B：45   巨08：34   0：48：00   1二08：51   

最大   6：10：00   0：50：00   3：00：00   1二10二00  

最小   0：20：00   0二20二00   0・30二00   0：20二00  

2 強硬別職員数について  

－1）峨仲別構成割合  

仝 作   

打護師カ号令件の・11∴i％とjlとも構成比キが。一J；く、堆石．甘帥及び石護助‾「を含むれ護職  

仝棒では5ri．7％ヒ半分艮卜を一トめている。次いでl′ノミ恥が川．1？も、■い馴鋸＝％、臨擁  

純一査技帥：く．8％、調理帥二j．り％、助虎帥、薬剤師、診頼放射湖技師、規芋労掩職‘：t；：が∠？i｝  

台セなっている－  

地域ごとの指紋  

医師：帥jl地域が1∠∴ミ％とブ†こもl・1iく、次いで抑i射虹射ハ＝閏、症両地域がH．りqら、  

最上地域が7．7％とな／〕ており、杵肛軋戌H】＝・潮葎拍）※は十パオイントとJゝ′ノ  

ているこ  

看護師：最卜軌Jlセがノ用．ゴ％で、村山地域・4う∴ミ？ら、粁蠍軋域f．」？ら、症内地j丸け7  

に比べ地域別では最も高くなっている。  

事務職二は内地刃砂り．7％で、与川り地域f）．1（与ら、紺陽j地域8．7qく，、Jlムト地域てバ％  

を上中日用いい．一言くな一ノている－  

臨床工学技士：パ‡rJ」地域がし）．7％と最も詩’青く、村山地域及び相場」也城（）．う9らとな二二・  

ているが、Jlと卜地域はゼUで配苗コれていない‥  

理学療法士：柚Ij地場が1∴門・ムヒ≠iト享）－≒’J〈、ii＝・拙域放び祈腸側刃1．（）％、圧内地  

域＝イ％を卜回′Jている：  

調王里師二湛腸地域がニi．7？・乙，ヒノトをも．1■ごiく、最上津山㍑一Jqら、Jj‡lノ」地域二；．1（も、付出地  

■l                                                         J   



城2．甘％を卜l，llレている＝  

その他の職種では地域による大きな・差与封ま見られなかったこ  

芥∴ －1鴨島穏i了〔‘真拉  jlう：規子ミ‘犠緩亨て弓  

村山地域  最上地域  置賜地域  庄内埴i或  合計   

回首級1‡敬   2】  田  割合   皿  割合  11  割合   

管理職（再掲）  2け   

医師   756  12．3％  6l  7．7％  183  8．9％  237  8．0㌔  l，237  】0．4㌔   

歯科医師   28  0．5％  3  0．1％  5  0．2％   36  0－3％   

看護師   2，774  45．3％  382  4臥2％  933  45．2％  1319  44．7％  5．407  45．3！も   

准看護師   253  4．1％  49  6．2％  り4  8＿4％  261  8．8％  737  6．2㌔   

看護助手   349  5．7％  28  15㌔  119  5．7㌔  ■125  4．2％  621  5－2％   

助産師   131  21㌔  22  2．8％  44  2．1％  49  1．7ち  246  2．1％   

診療放射線技師   144  2．3†l  19  2．4％  46  2．2㌦  62  2．】％  27l  2．3㌔   

診療X緑技師   3  0．0％  5  0．2％  8  0．1％   

薬剤師   148  2．4％  22  2．8％  49  2．4†i  74  2．5％  293  2．5％   

臨I末検査技師   228  3．7％  28  3．5％  77  3．7％  12l  4．1％  454  3．8qi   

衛生検査技師   4  0．1％  4  0．0号l   

臨床工学技士   33  0．5㌔  0＿5％  22  0．7でも   66  0．6％   

理学療法士   82  l＿3％  8  l．0㌔  20  1．0％  26  0．9％  136  1．】㌔   

作業療法士   45  0．7％  2  0＿3％    0．5㌔  13  0．4％   7l  0．6bム   

言語聴覚士   18  0．3㌔  2  0．1！も  5  0．2つi   25  0．2％   

あん摩マッサーシ■指圧師   0＿2ワも  2  0．3％   6  0．3％  6  0．2モふ   25  0＿2㌔   

視能訓練士   】0  0．2％  3  0．1？。  3  0．1？i   16  0．1％   

歯科衛生士   17  0．3％  0．0っも  3  0＿lワも   21  0．2㌔   

歯科技工士   6  0．1％  0．0†ふ   0．0％   8  0＿1？も   

診療情報管理士   7  0．1％  0．Oqi  4  0．1！ふ   12  0．1％   

管理業黄土   47  0．8％  3  0＿4つふ  19  0．9号i  29  1．Oeも   98  0．8㌔   

栄養士   7  0．1？ふ  6  0．8％   8  0．4！i  6  0．2％   27  0．2㌔   

調理師   17l  2．8％  25  3＿2％  77  3．7㌔  90  3．1モi  363  3．0ワも   

医療社会事業従事者   29  0．5％  7  0．39ふ  9  0．3％   45  0．4？i   

医療社会事業従事者  
17  0．3％  6  0．3％  9  0．3？ふ   32  0．3ワふ   

（MSW再掲）  

専務級   560  9．1％  60  了．6％  180  8．了％  285  9．了％  1．085  9．1でも   

現業労務職   150  2．4％  59  7．4％  55  2．7ウふ  63  2．1㌔  327  2．7ロも   

その他（※〉   105  1＿7ヤふ  16  2．0，ふ  29  1．4％  132  4．5？ふ  282  2．4㌔   

地域医療連携部門  
31  0＿5㌔  3  0．4％  14  0．7㌔    0．4㌔   59  0．5㌔   

（再掲）  

合計   6．128  100＿0号i  792  100．0㌔  2．062  100．0でi  2950  100．0ワも  11．932  100．仇   
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少
 
 
 



（注）「割合」は、各項目の数値を、「合計」の数値で除したもの。  

∴＝1舶用こユ！iたり】削けⅧ豆烹 り鋸動甘   

ノして’i】；も多く、Jこl一こ‾ナ廿両地域が1ごl，1人、圧両地域iけパ  圭件でほ、最上地域が1J：う．バ  

人、置！喝地域Ih．り人と三ト．ノているノ  

J医師：村山地域がト＝人とムとも多く、置世相揖或＝レバ人、最卜地域性び由勺地城と  

もにf）．5人に比′ミ入帖に上Ijjト〕ているニ  

コ：・看護織   

れ兼職仝≠では、最上地域が7l，7人L最も多く、次いで細陽也城相・リノ＼、I巨州也  

城舶．1人、仙．】り也城（i（i．7人となソている二   

7 看護師：拉．卜地域が5！）．7人とitこも多く、柚J！地域J－1．8人、症1ノ、川虹或㍊．7人、  

抑揚地域5∠．′1人となっている。   

イ 准看護師：圧内地城が肛・1人と最も多く、如－で帯腸地域がf）．8人、最巨＿地域   

7．7人、付出地域5，（ト人で、はト勺地域と村山地城J）制ま2行川、」‾＿とな1・ているご   

り 看護助手：仙Il地域が〈1．リノしと最も多く、次いで閏腸地劇痛」人、はl甘地域1．（）  

ノし、ilと卜仙城・4∴l人とな一ノている二  

：；．・診療放射線技師：巌ト＿地域がニj．り人、iこj‾両地月日．バ人、帯腸地域2・（i人、症両地域   

2．5人となっている二  

・三1渠剤師：i卜＝・＿地域カミ：ト1人で最も－1■H、圧内地域が：川人、柑＝け師友2・（り＼、鍔腸   

地域が2．8人とな一ンている＝  

ご．臨床根査技師：り▼：l勺地域が・4．8人とilトレ高く、柑‖刷班＝．5入、最上地域＝人、   

祈腸地域・1∴りしとなっている。  

ノ 
√1管理業義士：圧lノ、j地域がi．∠人、ポ服地域Ll人、付出灘葎いい十人とほ∴／し±上が   

ないものⅥ、貢＝・．地域は（）．1人と他地j動）ほほ2分のlの配置とな一ノていヱノニ  

7■ 栄養士：最上が（1．！）ノしと最も－1■H∴…ち地域＝＿′Ⅰ人、山勺地Jか）．三人、村山地域り．1   

人となってい㌃ノ削町甘左上及び栄た巨明北宰を兄7ノヒ、最＝射射出■浦上け剖合が   

高い  

ド 事務職：j■竜三内地城が11．1人とil＝＿パパ、川！り射場11・l人、附則也城川・1人、ilこ   

J－．．地域甘」人士な∵ている‥  

ミlユ 地域医療連携部門（再掲）二桁腸地域が（）一8人、村山地域り．h人、Jlい＝地域誹∴人、   

症‡勺地域がり．十人となっている＝  

三ギク＿ フ【  ニ11    ；、∫T＝二・    t T，し；さ  

村山地域     庄内地域   

管理隠（再掲）   

医師   

歯科医師   全イ本    4．3  3．6  3．5  3，0  38    14．9  9．5  10．3  95  124    0．6    02  0、2  0．4   
：）   



看護師   5ヰ．8   59．7   52．4   52．7   54．2  

准看護師   5．0   7．7   9月   10．4   7．4  

看護助手   6．9   4＿4   6．7   5＿0   6＿2   

助産師   2．6   3．4   2．5   2．0   2．5   

診療放射線技師   2＿8   3＿0   2．6   2．5   2．了   

診療X線技師   0．l  0．3  0．1   

薬剤師   2＿9   3．4   2＿8   3．0   2．9   

臨床検査技師   4－5   4．4   4．3   4．8   4．5   

衛生検査技師   0．1  0．0   

臨床工学技士   0．7  0．6   0．9   0－7   

理学療法士   1．6   1．3   1．1   1．0   l．4   

作業療法士   0．9   0＿3   0．6   0．5   0，7   

言語聴覚士   0．4  0，l   0．2   0．3   

あん虎マッサージ指圧師   0．2   0．3   0．3   0．2   0．3   

視能訓練士   0＿2  0．2   0．1   0．2   

歯科衛生士   0．3  0．1   0．1   0．2   

歯科技工士   0．1  0．l   0．0   0．l   

診療情報管理士   0．l  0．1   0＿2   0．】   

管理栄養士   0＿9   0．5   l．2   l．0   

栄養士   0．1   0．9   0．4   0＿2   0．3   

調理師   3．4   3．9   4．3   3．6   3，6   

医療社会事業従事者   0．6  0＿4   0．4   0．5   

同上（MSW再掲）   0．3  0．3   0．4   0．3   

事務職   11．1   9，4   10．1   】1．4   10．9   

現業労務陀   3．0   9．2   3．1   2．5   3．3   

その他（※）   2＿1   2．5   1．6   5．3   2．8   

地域医療連携部門（再手引   0．6   0．5   0，8   0．4   0．6   

合計   121．l   123．8   115＿9   117．8   119．5   

病院種別・俄椎別  

≡1・医師：国立が郎．さ人と巌も多く、l二l清作1∠．2人、±■こ＿立∵公的痛院Il．5人の2イ打   

越となっているこ 私的は（＝う人とjl－＝－少ない＝  

や 看護職  

仝体では、＝治†軒が7・・1．り人とIt‡も多く、次いで公、ト公的が庸．・】人、私的が吾L＝   

人、川、ンニが封∴i人となっている＝ 暮こ二1榊本と国，上‡二とのぷは2t＝iノ＼にのばり、本県にお  

（i  

‾‾▼■一  
番‘   



け引車最初補訂汀．骨子鋸」配距／）相対的引ⅠゴIさが十かがユニ。   

∵ 看護師二侶封≠が応．1人ヒii主も多く、次いで‡こ、l〔二・丹廿が証．i人に対し、川、ンニ   

が′…さj．三人、私的が：i∴f；人‾で、】rl治称ヒ私的の差は封．∴人と大き左格差が！′レノマL  

7  

′・ソ   

イ 准看護師：私的が15．1人ヒ際キ′∴ノて多く、‡‘こ、ト ‡こ的（i．1人、】J】詩作・・いiノ、、   

l車‘／∴ト1人とイ∴引油とたけ勘）軋甘恒㌣二なノノているニ   

ン 看護助手：私的が川．7人ヒゴーこ▼‡ノ多く、公立・公雄がう．宮人、l’】冶膵が5．三人王   

続き、川、りま1．ト人と極めて少ない二  

二；診療放射線技師二公宣・公≠が二；．＝人と最も多く、次いでl’l治作り．8人、私臣H．モ；   

人、lに＝／二∠．り人であ町こ 公一む二・‡こ的とrt：1Jヒの制ま1．シ情となっている＝  

十＋莞剤師二公、ト▼ウニ曲が：ト・1人目量も多く、次いで廿清作二う、1人、私的2．fi人、IL＝′   

2．2人とな一＿ノている＝  

∴ 臨床検査技師：l′】治体及び私的が■1．り人と最も多く、次いで公立・公的・ト王人、は  

、1二が2．汚人となっている＝  

√iL 管理栄養士：私的が1∴i人と巌も多〈、次いで公立・公的及びI了！冶件ともにり．”人、   

いニトフニり．7人とな一ンている。  

7．栄達士二国立、鉦肯作及び私的がともに（）∴j人に対L、公立・公的ほ0．（）人で管理   

米産－仁の配那に比重を絆．、ているこじがうかがえる。  

べ 事務職二私的が‖∴巨人で最も多く、次いで余市・公的川．（ト人、囲、十王）．（i人、＝治   

体（‡．う八とな一ノている。  

り 地域医療連携部門（再掲）二 国立がり，8人とil之も多く、公立・公雄（j．7人、l：は了作   

及び私的がともに（）．さ人とな′ンている二  

1－  一；」了1≦  ‾÷ニ リ隼パ責圭■ 十干墨守㌢㌣・葦干至て  

膏撃取（再謁）   国 立  公立・公的    【訂有丁  全体    1▼1j  4．7  2．9  6．0  3＿巳   
医師   26．5  】1．5  12．2   6，6   12．4   

茜手引云師   1．5   0＿2   0．2   0．2   0－4   

看護師   49．2   56，1   65．1   33．6   54．2   

准看講師   3．4   6．5   4．6   15．5   7．4   

看護助手   ト8   5．8   5．2   †0，7   6，2   

助産師   0．6   4．0   3＿2   0．6   2．5   

診療放射線技師   2．0   3＿0   2．8   2＿6   2．7   

診療X緑技師  0▼3  0．‡   

薬剤師   Z．2   3．4   3．1   2．6   2．9   

臨床検査技師   

衛生績査技師   0．！  2．8  4＿4  4．9   4．9  4．5            0．0   
臨床工学技師   0＿3   0＿7   0．3   1＿6   0▼7   

理学療法士   0．8   1．8   ト9   ト4  



作業療法士   0．6   0＿4   0．7   

言語聴覚士   0．l   0．4   0．2   0．3   0，3   

あん歴マッサージ指圧師   0＿2   0＿】   0．2   0．4   0．3   

視能訓練士   0－2   0．l   0．2   0＿l   0．2   

歯科衛生士   0．】   0．2   0．2   0．4   0．2   

歯科技工士   0．1   0＿l   0．1   0．t   0．1   

診療情報管理士   0．0   0．2   0．】   0．2   0＿1   

管理業養士   0．7   0．9   0＿9   1．3   l．0   

栄養士   0＿3   0．0   0．3   0．3   0．3   

調理師   3．2   2．2   3．9   4．5   3．6   

医療社会事業従事者   0．l   0．3   0．4   0＿8   0．5   

同上（MSW再掲）   0．0   0．3   0．2   0＿丁   0＿3   

事務職   9．8   10＿6   9．5   14．3   10．9   

現業労務職   1．9   l．8   3．7   4．2   3．3   

その他（※）   3．7   0．2   2．3   5．5   2．8   

地域医療連携部門（再掲）   0．8   0．7   0．5   0．5   0．6   

合計   1＝．9   116．6   125．2   llヰ．5   119．5   

看護職（再掲）  

病床数計  

「病院運′甘圭枠分析調査＿lとの比   

「、1用‖h年度病院運営′足軽分析≠用㍉・蝦柄院－ （以卜、「リ■雄溝情†というこしこか・  

川（川ミニ17たり職1i放を比較したこ   

で■㌣．廿では、本調査が川1．5人に対し、′失態調捏がi2l．7人とほほ同水準の人とi配閏とな  

ノンている。職種別の比鯨紆肛．けこのとおり－  

1医師・歯科医師：本．凋＃が払ボ人に対し、′明買調査は1■れ3人で、木調在がノノミ路．局  

査に比べ 沈＝≠＝二）l．5人少ない   

≠′ 看護職  

丘護職仝体では、／1こり．Ⅷ．1「が（i7．バ人に対し失態朋＃が72．りノ＼で 、・1．8ノ＼少ないT  

‾7 看護師：本調査が封．∠人に対し、冥想吊＝．二が諦．う人と・1∴i人少か■、こ  

イ 准看護師：本調査が7．■1人に対！ノ、‘揖軋肌用㍉用人と（）．（う人多い＝．  

り 看護助手：本朋査が（i．2人に対し、実態制圧か7．2人とl．り人少ないこ  

・‘：二i、診療放射線技師・診療X線技師：本調㌔「が2．8人に対し、睾㌍瀾・在が：‡．2人ヒり．1  

人少ないニ  
●  

薬剤師：木調奔が2．！）人に対し、実鮮．湘■1上が：i．∠人七（）∴i八少ないご  

臨床根査技師・衛生検査技師：本別査が小1人に村し∴芳整調奔が′＝り＼でほとん  

ど差がなかったこ  

バ   



管理栄養士・栄養士二本調査が1∴り＼i二対lノ、ノiニ鼠…1．侶上㌃i」人でほと∴．ビ差がな  

かった二  

丁 事務職：■本調fたが川．ト付こり㌧∴尖整調査が用L人七くま1んと÷，′■ミ≒がをまト．二・ノし  

一っF  －  ⊥一   、・三  了、l－さl－  

／空位：人I  

病院運営実態調査  
本調査  －ゝ±  

一亡＝＝   

ト「眼病院〉  

「  

14＿3   △】＿5   

医師 歯科医師   54＿2   

12，8  

58．5   △ 4．3   

准看護師   7＿4   6＿8   0．6   

看護助手   6．2   7．2   △1＿0   

助産師   2．5  

3、2   △ 0．4   診療放射線技師  2．8       診療X緑技師  薬剤師  2＿9  3，2   △ 0＿3   

臨床接査技師   
4．5   4．6   0＿0   

衛生挨査技師   

臨床工学技士   0．7   0．8   △ 0．l   

理学療法士   1．4   ト7   △ 0．3   

作業療法士   0＿7   0．6   0．1   

言語聴覚士   0．3   

あん摩マッサーバ旨圧師   0．3   0．2  0．1      0．2  0＿i   
視能訓練±   0．2   0＿3   △ 0＿1   

歯科衛生士   
0，3   0．4   △ 0－1   

歯科技工士   

診療情報管理士   0．1   0．2   △ 0．1   

管理業養士  
1．3   1．2   0．1   

栄養士  

調理師   3】6   2＿1   ト5   

医療社会事業従事者   0，5   0．5   0．0   

事務暇   10．9   10．5  0．4   

現業労務暇   3．3  

その他（※）   2．8  

地域医療連携部門（再掲）   0．6  

119．5   12トフ   △ 2．2   
合言十  

看護職言十（再掲）  67．8  ！  72．6  

り   



童l病I完う椚H三悪ク川棚刑：二l摘調射ニ、旬・机打杵柄院．連盟及び川胡法・Jし1】イ瑚盲院壬ごが協力L、例了い＝j  

ミニ宣施してぃる．ノH＝‖叫答♂ノあーノた刷完牧∫ヱl．∠（）l二柑完り‖】j甘辛ミ：；】．壬1－￥－〉、そこ用句．淵ヱ、川・ト人草！す  

い叫ト‘∴⊥．「1拾作柄踪！；1更i、そ♂）他ク■こ的柄抗コ・畑 札的病院∠丁：i．  

3 医師・歯科医師について  

（lj．診咄杵別常勤けミ帥放  

匝二司   

も多く、  常勤Ⅰ′′三帥総放はl，駆2人で、．診療什別では、「内科」が22り人（∠は：i9ら）で最  

次いで「外相」151人（1上1．2％j、「整形外科」！）5人は．8％i、「小兄利・」1fl人（1．1％）、  

「耗帰人相」12人（4．8％）、「麻酔科」亜ノし〔・1∴i％）、「脳神経外相」一拍人‖．2％1の順  

となりている．   

地域別では、相川地域が（う1：；人（5（ミ．7％lと最も多〈、次いでJ＝J、冊朋が2∠fI人（2】．2％）、  

関脇地域が18り人（1（i．Ii％）、il；卜地域が（；（）人（5．5％〉 であ・ノた。  

薬剤師調査」い卜IJE14勺り との比   l射ケ＝矢帥  

柄I炭従新訂川r㌻及び診北川・別医師数の構成割合一桁二ついて・、本邦査と「平成卜牛狛医師・  

胸科医帥・薬剤師朋在（以「「■ミ師調二在」という。）」で比較した。   

納l浣従車打剖でナを 用帆綱査で見ると、仝l丘＝よ医帥総数2（う2，瞞7人のうら柄院従■まi者は  

15（j．1：il人でt札6％に対し、本調査合作では58．ノl％とほとんど制まなかった。．   

地域■州では、最仁地域」最．1％）及び村山地域（（う1．5％〕が仝車l比宰を上回り、茜腸  

地域は1丁．1％とやや下回っている＝．‖1勺地域は汀＝）％で嫡l覧圧11りて－1一封畑軒別㌣1†・打が  

同ヰ言となっている」   

ノH＝lの朋▲狛二よる常勤l’′三価数及び－・・ミ糾湖・狛こおける病院従や者医帥数を．）．1三にそ叫t棚壬  

やは、皇作では77．汽％、付出地域が72．5％、最上地域が77．f）9ら、都畔川1り凌が軋さ％、  

圧lノ、J地域が榊．8％となっている二   

次に、．舟療科別】クミ帥構成調合を兄ると、本調／lミが二・Ⅷ緑射圧 卜病院従が符う に比べ構成  

割合明少ない診療科は、「粕川呼ト」は木調奔が2．5％に対し、二■甜瞞橋ではf；．∠9もでニi．7  

ポイント木調奔が少なく、「！勺利・」は2り∴主％によ・＝ノ22．付％で∠∴トトナント、 「循炭芳雄・」  

は∠．甘％に対して1．5％で1．（iポイントといずれむ本周作が少なか・・ノた丁   

・ノノ、「外什jは‖．∠％に対Lて‖．7％で2．5ポイント、「肘1二三外科」はバ．パl）い二村し  

て∴†i％で1∴巨木イント、「脳神経外科」は′1．∠％に対してニi．う％で（）．7ポイント、「」」‾り  

桐峡杵 

じく什7ポイント、いずれも不調杏が多かった。   

その他の盾損料については、構成比にほとんど粛ま見〔ノれなかノノたこ  

川  1
＝
．
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．
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；m ｝亨！貰震本妻言i三舎畏U一議憲手写一手「1ム年た軒ニキチ・言∵て・≒甜三戸，∴ブJ・、・、  二こ二  「   √  
「′、・J  

．師総数  うち病院従事者  病院従事者割合  医師   

213   57．㍗ふ  H14年医師・歯科医師・薬剤師調査              （A）  （B）  拍）′ノ（A）  （〔  1．376  846  6l＿5㌔    i24  7了  62．1㌔    373  桓域  i24毒  置賜地j或  373箋  庄内地域  510姜  合言十  2，383  ≡≡   
責∵ト√トト∴ 二：三菱『 ＝■モ・r産室涜を空軍吉l二三－ノ÷■トニt －・早計甘 三木短絡1巨墨柏最∴∴十  

診療科別複成割合比較  

本調査結果   
差（A－B）   

A   調査（病院従事者）B  

内科   20．3   22′6   △ 2．3   

心療内科   0．0   0．2   △ 0．2   

精神科   2．5   6＿2   △ 3＿7   

神経内科（神経科）   2．4   2▼1   0＿3   

呼吸器科   2＿0   ト∂   0．2   

消化器科・胃腸科   4．l   4，2   △ 0＿1   

循環器凰   2，9   4．5   △1＿6   

アレルギー一得   0＿0   0，1   △ 0．1   

l巨ナ∵子君子L   0．3   △ D．3  

小児科   0．2   

外科   

整形外科   

形成外科   00                 5＿5  5．3      14＿2  lト7  2．5    8＿8  7＿6  し2    0．8  0．9  △ 0．1   
気管食道科   

脳神経外科   0．0  0．0  0▼0    4，2  3．5  0．7   
呼吸器外科   0＿6   0．6   △ 0．0   

心棒血管外亭斗   し6   1．6   0，0   

小児外科   0．2   0．4   △ D＿2   

皮膚科   2．2   

泌尿器科   4．0   3．0   

産婦人科   4，B   3．9   0，9   

産科   0＿3   0．2   
し0                0、l   

婦人科   0▲2   D・3   薯 △0・1   

il   



眼科   3．3   3．4   △ 0．1   

耳鼻咽喉科   3．2   2．5   0．7   

リハビリテーション科   0．6   0．8   △ 0．2   

放射線科   3．0   乙8   0．2   

麻酔科   4－3   3．6   D．7   

病理   1．0  

こう門科   0．0   0．l   △ 0．l   

歯科口腔外科   l．7  

歯科   0．6  

矯正歯科   0．0  

その他   0．9   3．6   △ 2＿7   

合計   tOO．0   100．0  

地域別比較1一構成割合－   

診療科別医凧蘭叫闇戊割合を地域別に比較すると、「I勺科」は根上＿地域が′l（）．り％と極め  

て．1●㍍く、次いで村山地域は21．・1％、J＿打内地城は17．5％となっている。 一ノノ、置賜地域は  

l二川9しと低く、同地域の「外科」と同構成川合となっているこ   

仝両川射㍉劉掛杵の医師偏在が問題となっている「小児科」「確婦人科」「麻酔科」「放射  

線利」を軋ると、「小県杵」は最上地域以外では5％台の純収割出二村し、ilトト地域は：i．：う％  

ヒ小足仰向がうかがえる。「産婦人科」も最上地域がl．7％と他：り也城れづ％、5．ごqlノ，＼に  

比べ極めて紙い調合とな一Jている二「雁酔科」は、村山地域、Jlと卜．地域及び伴内地域が・1．ノ1％  

、1．り％に対し、椚腸地域が：；∴i％とヤや砥い割合となりている．：「放射線科」は、十川り也  

城（：タ．（i％）及び最卜地域（．：i∴j％）がニ5％台、耶腸地域が2．29るに対し、由勺地域はl．7％  

と上i・とも低く、村山地域の約2分のlとなっているこ  

一 
東こ ′－ ご 医師軸克てパ養成比重地域劉■診療持勤  

村山地域   最上地域   置賜地域   庄内地域  合計   

回答施設数  20  割合  4  割合  9  割合  皿  割合   44  割合   

内科   13l  21．4％  24  40．0％  25  13＿9％  40  17．5％  220  20＿3㌔   

lb療内科  

精神科   14  2．3でふ  9  5．0㌔  4  1．7うも  27  2．5％   

神経内科（神経科）   18  2．9％    1．7％  4  2，2％  3  1．3？も  26  2．4つ・i   

呼吸器科   13  2．1％  6  3．3％  3  1．3㌔  22  2．0㌔   

消化器科・胃腸科   15  2、4％  15  8．3ワi  14  6．1㌔  44  4．1？も   

循環器科   10  1．6％  6．1％  10  4．4？も  31  2．9ワi   

アレルギー科  

リウマチ科  

小児科   35  5．7％  2  3．3㌔  10  5＿即ふ  12   5．2でも  59  ・5㌔   

外科   76  12，4％  10  16．7％  25  13．9㌔  43  18▼8％  154  14．2㌔   
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形成外書斗   53  8．6？去  n 7  11＿7㌔  17    18  7．9％  95  B．B？e    4  07u占      l    ヰ  丁＿7㌔  9  0．8㌔   
整形外事斗                                             気管食道科  

‡   

3  】．九  5  2．2モi    ト6？；   呼I扱器夕十手4  2  03■ニ。  
小児外科   l  0．2？Ⅶ  u  ロ．4㌔   2  〇．2？せ   

皮膚科   16  2＿6で廿  2  3．3？も  3  ト7qら  3  し3㌔  24  2▼2ワふ   

泌尿器科   26  4．2ワム  2  3．3㌔  7  3▼9ワも  8  3．5％  月3  4．0？。   

産婦人科   32  5．2％    1．7？も  9  5．0？も  10  4．4㌔  52  勺．即ふ   

産科  3  ト3㌔   3  0．3ワふ   

婦人科   0．2％  0．4？i   2  0．2㌔   

眼科   21  3，4％  2  3＿3％  7  3．9ウム  6  2．6㌔  36  3．3り℃   

耳鼻咽喉科   21  3．4？ふ  2  3．3？ふ  6  3＿3％  6  2＿6％  35  3．2サム   

リハビリテーション科   5  0．8？ふ  0．々㌔   6  0即も   

放射線科   22  3．6％  2  ユ3雪も  4  2＿2％  4  1＿7㌔  32  3．0ワり   

病理   5  0＿B％  2  1．1っも  4  1＿7㌔    】．0％   

麻酔看斗  27  4＿4㌔  3  5．0％  6  3＿3％  10  4，4㌔  46  4，3㌔  

こう門科  

歯科口腔外科   12  2．0㌔  3  上7㌔  3  1．3？も  18  1．7写ら   

歯科   5  0．8？ム  2  0．9㌔   7  0．6ワi   

矯正歯科  

その他   10  1．6？i  10  0．9？b   

合計   613  100．仇  60  10D．Dで；  180  100【0？も  229  100＿0㌔  し082  ［垂   
（注）「割合」は、各項目の数値を、「合計」の数値で除したもの。  

Ⅰ ■・∴－・ミ：■   

地域別比層1一病咋‖肋珠、・j1アニり  
巨な．診療柑について地域別に比較してみ亮予、「l与科」はiい・．軌日月㍉川）Jjこりユたりユご．り  

人と夷とぎ，多く、次いでは内地域がIi＿り人、仙l冊叔が川」人であーノた＝．闘槻地城はホ∴i  

人でJiと」・．地．伐と1人以仁の差が見られる＝   

「小児科」では、け内地域が二言1．fiノ＼と最も多く、次いで付iii地」上柚；J∠．り人、最上柚  

城が11∴】人に対L、祈明地域が（う．う人とji三巨j地域の約「■号ハlとな一っている＝   

「脳神据外車」では、付山地城が11．りノしト＝甘地域が〉ミ．りノ＼によ、jし、即lい也城が1．1  

人、Jlユト地域が・′】．1人と川きJ地域の約1リナまたは半分以下となってい乙・   

「痛帰人科」では、祈咽地域が】∴3人、次いで 村I】＿津鋸域が川．2人、け内地刃が！l．お  

人とほほ同じ水井工刊！／、最卜．＿柚埴烏J．7人でJlトさ，少なく、Jl÷卜地域は押里j出城の約1  

うナの1とな′ン‾丁いる二  

「■外科」は、斜里朝一鳩がlバ．」ノしと吊．f，多く、次いで；－こ＝帥kが川！ノ、、う∴j’l咽け舶ヾ  

】∴J人、 rき三l畑軋城が1ニ1．1人ヒL－L】，今時科！iビ際、トノたノミ「モは兄；－ノブLら・か・ノノニ  

1ニ；   



「泌尻ぷ明・」は、け内地域が2り．り人と最も多く、次いで村山」地域が川．（）人、躍腸地  

域が】∠．1人に付し、最」」也城はボ．3人とIj三I勺地域の釣′1湖とな一ノてい乙。   

「整形ケ川－」は、は内地域が1さ，8人、群腸地域がlご．・・】人、最仁一地域が軋8人に村  

し、・】こ川一地域が軋り人とJlとも少な〈症内地域のlう割弱とな1ノているニー  

て、．  二．病琵‥′－－－コ宗主「さニイ医師払］せてご話手．▲≡▼て：、痛言一二  

（単位：人）  

キ寸山地域  最上地域   置賜地域   庄内地域   全体   

内科   】0．1   12．9   8．3   11．0   10．2   

心療内科  

精神科   35．0  5．8   28．6   12．9   

神経内科（神経科）   16．1  6．8   10．0   12．9   

呼吸器科   26．5  14＿3  24．2   

消化器科・胃腸科   17．6  22．1   15．t   17．9   

アレルギー科  

循環器科   19．2  34．4   100．0   33、0   

リウマチ科  

小児科   22．0   Ⅰ5．4   6．5   3l．6   16．2   

外科   15．2   16＿4   18．2   13．5   15＿2   

整形外科   9．0   10．8   12．4   15．8   tO，5   

形成外科   2乙2  25＿0   40．0   28，1   

器官食道科  

脳神経外科   11．0   4．5   5．4   8．6   8．7   

呼吸器外科   15．4  46．2   

心根血管外科   18．0  10．7   100，0   20．5   

小児外科  

皮膚科   4l．0   20．0   30．0   30．0   34．8   

泌尿器科   16．0   8．3   12．1   20．0   15．1   

産婦人科   10＿2   3．7   15，3   9．8   10．4   

産科  

婦人科  20．0   40．0   

眼科   25．6   33＿3   一＝．2   50．0   30．8   

耳鼻咽喉科   20．6   16．7   16．2   14＿3   1臥1   

リハビリテーション科   8．3  20．0   9，2   

放射線科   88．0  12臥0   

麻酔科   540．0  600．0   142．9   353．8   

病理  

こう門科  



70．6   室   
250▼0  雷  蚕科口腔外科  綿  

義正歯科  

合計   
16▼8   12．9   

75．0  6e．0  6  
】2．4   】ブ．5  l   

帥 猥申化の状況   医掠施設への巨  

診瞭科ニーとの結い湖数における．日刊㌧瞭施設（卜位：i位まで）の；王iめる比キを＿県∴  

り1，動ソ三料封∴Jごけるト「畔′）医療施設への架申化状況を比較した。  

・村山地域二合計では、卜位1施設で地域1モ件の27．7％、卜位2施設で・11．7qこ，ヒ約、IL   

類を．1ィめ、卜位3施設では溝．1％に達している＝．診項科別では、1施－i‡で地域全作を   

カバーLていむ診暁利は、「呼吸器外朴」などであった＝ 同じく上位2施，設で地域仝   

作をカバーしているのは、「形成外科」「心臓血．常外科」であった丁同じく卜拉二：日毎．没   

で地域空陸をカバーしているのは、「精神科「循環器科」「里叱㍉持－ション科」であ一＿ノた丁  

・ノ∴卜位ニミ施設の比率が最も低い（各施‖‡に分散配吊これている）のはl‾・洛昭伸軋．   

で刊．11％、次いで「外科」が51∴i％、「結締八軒」が化59ら、「小リ上付iが（i2．伊％、   

「内科＿lが（うこう．1％などであった。  

・最上地域：全作で′1施設と坪数が少ないこともあり、詔湧＝斗た．汁では、卜位l施設で   

地域仝休明7（う．門ら、上付二2施設で85．（■）％、＝宣3施一昔て朋．79らに迂している。，診療   

科別では、「内科」「外相」「整形外札iを除き、すべて1施設で地場全休をカバーーし一  

ていヱ、   

置賜地域二で「∴トニほ、＝立】施設で全体の：札・う％、卜位∠施‖‡でl吊．7qもヒ7馳j弓を  

．1fめ、上位二＝壷ぶでは77－2％と折軌掛二達している＝ー診招杵別では、l施．；芝で地域仝   

作をカバーしている】診松朴は、「形成外科」j‾南村1悌朝刊」であった。、卜中二く 卜付二   

∠施設で地域仝休をカバーしているのは、「神経内相榊拝糾」「心臓】†lL管外科」「皮   

直往」「紬桝侶「病理」であった。1司じく上位1施設で地域余棒をカバーしているの   

は、「粕川咤・l・」「呼吸ぷ堀－」「循環器科」「脳神経明月」「眠科」「」」一品椚昭雄一」「放射甘   

柿Jであ一ノた。一方、卜什●3施設の比辛が最も炊いのは「内科」でコ（1．り％，、次いで   

「外科」が72．（）％、「泌尻器対」が7ト1％などであ㌧ノた＝   

庄内地域：合計では、卜付二l施設で全体の馴」％、卜†、ンニ2施設でさ（i∴i9こ，、卜す1∴り缶   

‖，之‾こ‥7：i．バ％に透している一彦睦軒別では、1施∴’と‾て地域仝件をカバーLているJ瑚千村   

は、「岬l吸2謹什j「呼吸器外什」「リハビリテーション什」ろニビであった＝ニ同しくl」■′：   

2軋，■j：で地域仝作をカバーLてい乙のは、「神経再往（榊羅刹t「形成外科」「心臓血   

㌍外科」「郎：・け川砂榊」であった⊂．同じく卜位二i施一役で地域仝確をカハーしている   

のは、「精神科」「綺環器利・＿j「脳神経外科」「皮桁村」「泌尻器科」「肌利I「耳晶嘲喉   

柿」「放射線科」などであった。－－一ん■、上位3施ぷⅥ比率が最も低い 烙施∴と∴1†～与＝吏   

配苗－されている）のは「内科」で誹．り％、次いで「外科」がう：i．5qらなとてあ一ノン∵‥  

I ., 




